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は じ め に

小生は,『 グローバル資本主義の物語』(日 本放送協会出版2000年)を 出し

た。その際,い くつかの文を初めの原稿から削除 した。初めは,校 正上の理由

か ら削除提案されたのか と思った。 しかしすべてがそうでもないと思うように

なった。以下,削 除部分を示す。校正上の理由と,そ うでもない理由との2つ

があると思える。校正が1回 だけだったので,私 は復活ができなかった。これ

らを1,で 指摘する。2,で は,本 書の誕生の理由となった記事,本 書の狙い
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のいくつか,そ れに対する新聞記事の対応 を,紹 介する。最後に,3と して,

本書に入れたかったことを書 く。

1.本 書の内部問題

1-1.削 除 部 分

1-1-1.最 後 の エ ピ ロ ー グ の 部 分 で,一 部 分 を,削 っ た 。 本 論 で 十 分 述 べ

て い る か ら と い う理 由 で あ っ た 。 そ の部 分 を記 して お く。 以 下,番 号,ペ ー

ジ数,行 数 の 順 で 記 され る。

さて二〇世紀を振 り返 りたい。ベ トナム戦争はや らなくてもよかった戦争だ

と,当 事者は,後 になってか ら言 った。ベ トナム人が飛行機に乗って,ア メリ

カまで戦争をしに行ってはいないのだか ら,ア メリカには戦争の権利はないの

だ。犯罪的な大戦争をしたアメリカは,な ぜ裁判をされなかったか。それ どこ

ろではなかった。ヴェ トナム戦争 を指導 したキッシンジャーはノーベル平和賞

を貰い,マ クナマラ長官は世界銀行の頭取になった(本 多 『ベ トナム……』)。

アメリカ人は,ベ トナムが失われたと,と んでもないことを言う。 自分の所有

か ら失われたという意味である。以前は,ベ トナムを 「持 っていた」のだ。つ

まりアメリカは古代 ローマ帝国の意識を持っている。 これを捨てないか ぎり,

アメリカの未来はない。

平和のために戦争 をするのだとアメリカ人は言い,そ の平和のための戦争(=

国際協力)を なぜ しないのだと,ア メリカ人は日本人を怒る。これは語るに落

ちた論理である。つ まり戦争をせ よということだからである。「平和の輸出は

必ず戦争を意味す る」「パ ックス ・エコノミカに反対する人は,平 和の敵」 と

された,と イリイチは,『 シャドウ ・ワーク』で言 う。いつの世にも十字軍が

あるのだ。だが平和や民主主義 を政府は輸出できない。

人口爆発にたいして,第 三世界の人は,自 発的に産児調節をする必要もある。

ただし,南 北の格差固定化を打破 した社会が作 られるべ きである。
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民主的な代議制度がない国は,結 局うまく行かない。だか ら,フ ァシズムや

「社会主義」は,う まくゆかない。まして軍事独裁政権は一層うまく行かない。

しかしアジア,ア フリカ,ラ テン ・アメリカの諸国では,軍 事独裁政権がいっ

も成立する。多 くの国で議会制度が確立してもいないし,意 味 も理解されてい

ない。 しかしドイツのワイマール時代でさえもまだ ドイツ国民は十分議会主義

に慣れていなかったのであるか ら,将 来を悲観すべ きではない。

非民主主義国で社会主義革命を起こしても駄 目である。非民主主義国は社会

主義によっては民主主義にならない。社会主義革命を起 こした ら,一 〇年ほど

単に民主主義の変革だけを徹底的に行なって,そ の後,自 主的に政権 を降 りる

というのが一番 よい。一〇年たつと,官 僚化するか らである(注)。

(注)マ ルチネ 『五つの共産主義』岩波新書。

1-1-2.第3章 と重複するというので,削 除 したもの。

財閥には,超 巨大財閥 と巨大財閥 とがある。超巨大財閥は,ア メリカでは,

モルガン,ロ ックフェラー,ヨ ーロッパではロスチ ャイル ド,新 ロスチャイル

ド=ゴ ール ドスミスである。 これ らが,ほ とん ど全世界 を経済的に支配してい

る,し たがって政治的にも,ジ ャーナリズムの上でも,意 識 ・思想の上で も,

支配 している。彼 らは,巨 大財閥を従えている。超巨大財閥だけでは全世界を

支配できない。巨大財閥が超巨大財閥を助けるように仕組み,支 配する。この

グループの間にはすべて閨閥が作 られている。

1-1-3.そ の場の主旨からはずれるというので,削 除したもの。

18ページ8行 。

アメリカの政治家や実業家は自由主義や民主主義を守れと言うが,彼 らは守

るつ もりはない。アメリカの実業家は富 と利権を守 りたいだけである。政治家

は実業家の代弁人である。アメリカではむしろ実業家 自身が政治家になってい

る。 また,ア メリカはCIA(中 央情報局)を 使 う。 これは本来は世界的に情

報の網 を張る組織であるが,暗 殺 ・クーデタをも行なう。
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1-1-4.30ペ ージ2行

その上,日 本では労働者 とは,庶 民には,あ まり良い意味で使われていない。

……,た とえば道路 ・鉄道路線,そ の他,土 木工事を行なう,真 っ黒 になって

泥だらけで働 く人々をさす。……左翼の人が言 うように,世 界や社会 を変革す

る未来 をつ くる階級 としては庶民には理解されていない。

1-1-5.30ペ ージ

さて最終の問いである。プロレタリアー トは革命的だろうか。マルクスとレー

ニ ンには政治理論の差がある。 レーニ ンの 『なにをなすべ きか』では,革 命的

インテリゲンチャが革命思想を外から注入すると語られている。マルクスはこ

れほどはっきり語っていない。労働者階級が革命的であるとは,レ ーニンもそ

れほど語っていないのである。労働者は民主主義的革命を行なうけれども,社

会主義革命 を行なうわけではない。

1-1-6.本 の流れか らはずれるというので削除 したもの。

127ペ ージ。ユーロ ・コミュニズム

ユーロ ・コミュニズムとは,一 九七五年に言葉がで き,そ れはさしあた り,

イタリア,ス ペイン,フ ランスの三つの共産党 を中心 とする運動であった。 し

か し,そ れらの戦術を採用する各国共産党 もそれに含まれる。社会主義国でな

くまた高度に発達 した資本主義の共産党の戦術である。これらの戦術は,1,

議会を通 じての革命,2,民 主主義的な社会主義の建設,3,自 主独立の立場,

である。 もっと具体的に言えば,統 一戦線による多数者の革命,自 由と民主主

義の宣言,プ ロレタリア独裁の放棄,歴 史的妥協,社 会主義での複数政党制と

政権交代制,ソ 連 ・東欧型社会主義の拒否,各 国党の平等,な どである。

だが問題は,人類の歴史で社会主義的平和革命は一度も成功 していないこと,

ソ連 ・東欧はこれを激 しく拒否 していることである。この時代はブレジネフ時

代であった。しか し,ユ ーロ ・コミュニズムの戦術でないと,ヨ ーロッパや高

度に発達 した諸国では,全 くやってゆけない。チリのクーデタの直後,ユ ーロ ・
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コミュニズムのイタリア共産党書記長ベルリングェルは,将 来このような場合

は,新 政権 を放 り投げることも考えた。そ して一九七三年,ベ ルリンゲルの 「歴

史的妥協」が発表 された。ファシス ト党を除き,す べての党を含めた国民的連

合政権をと。国内ではキ リス ト教民主党 との妥協を説いた。

イタリァ共産党は,一 九八九年,共 産党の組織原則 と思われていた民主主義

的中央集権制を放i棄した。これは世界の共産党を驚うかした。実際は,こ の制

度は,そ の民主主義を保障 していなかった。例えば,党 内自由立候補 ・下部か

らの自由推薦を保障していなかった。また自由選挙でな く,上 から決めた候補

者の信任制であった。だか ら共産党は,事 実上,上 意下達の組織 となって しま

った。 イタリア共産党は,こ のために社民化 したと言われた。 しか しむしろ

NATOを 認めたことが,社 民化 した理由としてあげられるべ きである。

1-1-7.192ペ ージ5行 か ら

ヨーロッパ とアメリカでは,自 国民はいい職場にいる。銀行,薬 局,経 営者,

家主,教 師,官 僚,重 役,医 者,弁 護士になっている。 自国民は,い い給料,

長い休み,短 時間労働をしている。工場でなく事務所にお り,条 件のよい職場

には外国人はいない。第一世界で 自国民はホワイ ト・カラーになる。一方,実

際の労働は外国人にや らせ,安 い賃金で働かせる。道路掃除,雪 か き,家 事手

伝い,売 子,道 路建設,建 築,ス ーパー,運 転手,工 場労働,レ ス トランの皿

洗い,ウ ェイター,看 護婦,掃 除婦,ベ ビー ・シッターであ り,肉 体労働であ

る。外国人はブルー ・カラーになり,不 安定労働力になる。彼 ら外国労働者の

多 くは,ヤ ミ労働である。市民権をもつか,労 働許可証をもたないと,正 規に

は働けない し,統 計には出てこない。外国人は,お いそれと良い職につけるわ

けではない。新参者であり,ヨ ーロッパの言葉をよく話せず,市 民権や労働許

可証,ビ ザ も簡単にはとれず,民 族差別もある。……

第二次大戦後,ヨ ーロッパの経済成長で労働力が必要になった。現在政府高

官 も,ヨ ーロッパでは特別の労働者が まだ不足 している,と 語 る。 ヨーロッパ

は外国労働者を必要としている。実は肉体労働者である。 ヨーロッパ人が嫌が
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ってやらない職である。

第三世界か ら,膨 大な移民がやって くる。彼 らには経済難民 もいる。もとも

と多 くの外国人がいたのに,そ れに輪をかけている。その上,東 欧 ・ロシアの

変革で,東 方か ら移民が流れ込んだ。原因は経済生活である。ヨーロッパはこ

うして新 しい移民時代 を迎えている。東欧からの労働者が,安 い賃金で,税 金

を払わないヤ ミ労働をする。一九八九年 と九〇年の東 ヨーロッパの変革では,

多 くの国から移民が,特 にまずウィーンに殺到 した。ウィーンではそれまでユー

ゴスラビアや トルコの労働者が多かったが,そ れに加えてチェコスロヴァキア,

ハンガリー,ポ ーランド,ル ーマニアか ら人々が流れ込んだ。変革期に二万人

がアルバニアから失業の国イタリアへいった。ポーラン ドで,ロ シア人の移民

を何倍も安い賃金で働かせている。そのポーランド人がウィーンでは半分の賃

金で働いている。

移民は,ヨ ーロッパの市民権や労働許可証をとろうと努力す る。例えば,オ ー

ス トリアの市民権は九〇年時点で,男 性がオース トリア女性 と三年結婚 してい

ればえられる。移民女性 もオース トリア男性 と結婚すれば,そ うだ。八年働 く

と労働許可証が交付 される。東欧女性がオース トリア人と結婚する。経済的結

婚だ。

九〇年代に,ベ ルリン市には一五%の 外国人が住んだ。大都会には外国人は

多い。イギリス,フ ランス,ベ ネルックス,ド イツ,オ ース トリアでは,平 均

して五%で ある。ただ し短期労働者,ヤ ミ労働者は含 まれていない。フランス

では外国人が六 ・八%で,外 国人労働者が一六五万人,ド イツは外国人が七 ・

二%で,一 八二万人が外国人労働者,一 九八二年西 ドイツで,外 国人が四七〇

万で,総 人口の七%と なった。スイスは一四 ・六%の 外国人がいて,五 五万人

が外国人労働者である。 ヨーロッパ全体で一九八二年に一五〇〇万の外国人が

いる。 日本には九〇年代に,外 国人は一五〇万人が働いていて,比 率はまだ少

ない。
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1-1-8.195ペ ー ジ。

イ ス ラ ー ム 諸 国 は,国 際 連 合 を敵 対 的 とみ て い る 。国 際 連 合 の 安 保 理 事 会 は,

ほ とん ど キ リス ト教 国 で あ る。 一 九七 八 年 に世 界 の カ トリ ッ クは 九 億 人 しか い

な い 。 近 代 史 を,キ リス ト教 諸 国 が イ ス ラー ム諸 国 を攻 め る歴 史 と見 る こ と も

で き る。

1-1-9.198ペ ー ジ5行

日本 の 軍 需 産 業 会 社 の主 な もの は,佐 世 保 重 工,三 菱 重 工,日 産 自動 車,川

崎 重 工,石 川 島播 磨 重 工,日 立 金 属,ダ イキ ン工 業,東 芝,小 松 製 作 所,東 洋

炭 素 な どで あ る 。 三 菱 重 工 は 日本 の軍 需 産 業 の大 部 分 を握 っ て い る。

1-2.了 承 な しに,変 更 ・削 除 さ れ た も の

1-2-1.16ペ ー ジ8行 。 ロ ック フ ェ ラー 財 閥 や カー ネ ギ ー 財 閥 は,ユ ダ

ヤ系 だ とい う(副 島)。

1-2-2.16ペ ー ジ11行 。 フ ァ ル ケ ン シ ュ タ イ ン家 もユ ダ ヤ系 で あ る。

1-2-3.16ペ ー ジ15行

彼 らは,モ ル ガ ン,ロ ック フ ェ ラ ー の 会 社 に属 して い る(1)。

(1)広 瀬 『億 万 長 者 はハ リ ウ ッ ドを殺 す』 下,巻 末 表 を見 よ。

1-2-4.25ペ ー ジ6行 ジ ェ ッ ト機 は い ま も 日本 で は作 れ な い 。

1-2-5.25ペ ー ジ11行 ス ペ ー ス ・シ ャ トル で あ る 。

1-2-6.26ペ ー ジ13行 ア メ リ カ は す で にそ の 時,宇 宙 産 業 に 移 っ て い

た 。
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1-2-7.32ペ ー ジ4行 と言 え る{私 は書 い て い な い 。}

1-2-8.同5行 と言 え る{私 は書 い て い な い 。 この 問題 に つ い

て は,参 考,拙 書 『学 生 と社 会 人 の た め の 文 章 読 本 』 丘 書 房,第2版 。}

1-2-9.32ペ ー ジ4行 。十 字 軍 は鎧 の 下 に,ど す 黒 い欲 望 を秘 め て い た 。

1-2-10.32ペ ー ジ15行 。 二 〇 世 紀 か ら は,侵 略 の ス ロ ー ガ ン は,キ リス

ト教 に代 わ っ て,自 由 や 民 主 主 義 に な る。

1-2-11.35ペ ー ジ2行 。 と言 え る[私 は書 い て い ない]

1-2-12.35ペ ー ジ4行 。 これ が も し勝 利 した ら,日 本 も重 商 主 義 国 に な

っ て い た だ ろ う。

ユ ー2一 ユ3.37ペ ー ジ7行 。 とは 言 え な い ← 一 私 は,「 で は な い 」 と書 い

た。

1-2-14.37ペ ー ジ16行 。 銀 行 ← 一 商 会

1-2-15.39ペ ー ジ3行 と言 え る[私 は 書 い て い な い]

1-2-16.40ペ ー ジ8行 。 が並 存 して い た の で あ る 。 ← 一 は並 存 で き る

も の で あ る。

1-2-17.41ペ ー ジ4行

一 九 世 紀 の イギ リス は 世 界 最 大 の 植 民 地 帝 国 で あ っ た
。 そ れ に ロ ス チ ャ イ ル

ドが 関係 して い た。 ← 一 一 九世 紀 イギ リス は 海 賊 帝 国 で あ っ た。 そ れ を ロ ス
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チ ャ イ ル ドが 支 配 して い た 。

1-2-18.46ペ ー ジ14行 。 欧 米 帝 国 主 義 者 は,自 分 た ち を余 り自慢 で きな

い 。

1-2-19.50ペ ー ジ6行 。 鉄 道 を利 用 して,← 一 一 鉄 道 と結 託 して,

1-2-20.50ペ ー ジ17行 。 を支 配 した 。 ←一 を造 っ た 。

1-2-21.51ペ ー ジ2行 。 「メ リル ・リ ンチ 」 を造 っ た 。

1-2-22.52ペ ー ジ10行 。 戦 争 をせ よ と主 張 した 。

1-2-23.69ペ ー ジ11行 。 そ れ を財 界 が 支 え た 。

1-2-24.78ペ ー ジ18行 。 デ ィ ス コ ン ト銀 行 は ロス チ ャ イ ル ドの 銀 行 だ っ

た 。

1-2-25.91ペ ー ジ12か ら13行 。

こ れ で 一 二 万 以 上 の 死 者 が 出 た とさ れ る。 ← 一 これ で3万6千 人 が 殺 され

た 。

1-2-26.98ペ ー ジ1行 。

一 三 〇 億 ドル の 資 金 を援 助 した もの で あ る
。 ← 一 二 二 四億 ドル の 資 金 を援

助 した もの で,こ の う ち ア メ リ カ は一 九 三 億 ドル で あ った 。

1-2-27.98ペ ー ジ12行 。 反 共 産 主 義 の 人 物 ← 一 反 共 一 本 槍 の 人
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1-2-28.99ペ ー ジ2行 。 統 制 ← 一 非 民 主 化

1-2-29.100ペ ー ジ8行 。 裁 判 に か け られ ← 一 無 実 の 罪 で裁 判 にか け

られ

1-2-30.101ペ ー ジ4行 。 とい う 「バ ル フ ォア 宣 言 」 を 出 して い た。 ←

と 出鱈 目な 約 束 を して い た。

1-2-31.105ペ ー ジ17行 。 ドイ ツ敗 戦 に よ っ て ← 一 敗 戦 で,ド イ ツ に

対 して全 ヨー ロ ッパ の ユ ダヤ 人 が 立 ち上 っ た 。

1-2-32.110ペ ー ジ10行 。

北 朝 鮮 を作 っ た 金 日成(1912-94)は,ソ 連 の あ や つ りで あ っ た。 抗 日ゲ リ

ラ戦 の 英 雄 ・金 日成 とは 別 人 で あ っ て,彼 は そ の 名 をか す め と っ た。

1-2-33.111ペ ー ジ3行 。 この 国 は 政 府 と財 閥 が 強 く結 び付 い て い る。

1-2-34.117ペ ージ7行 。

彼はその直前,USス ティール社か ら鉄鋼値上げを申 し出られ,そ れに反対

した。だが鉄鋼業界は値上げに踏み切った。ケネディは,そ れそれに反対 し,

今後,国 防省から注文は行なわないと演説 した。それで鉄鋼業界は値上げをや

めた。そのころケネディは暗殺の危険を知った。

1-2-35.119ペ ー ジ10-11行 。これ は ア メ リ カ に よ る作 為 的 な事 件 で あ っ

た と言 わ れ る 。 ← 一 これ は で っ ち あ げ だ っ た 。

1-2-36.120ペ ー ジ8行 。 戦 争 勢 力 が 犯 人 か も しれ な い。
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1-2-38.121ペ ージ12行 。

ヴェ トナム戦争が始 まって,ヴ ェ トナムでは米兵むけ売春婦,ス トリッパー

が激増 した。その後米兵の性道徳感は地に落ちていった。 とてつもない数でホ

モがふえ,エ イズ伝幡のもとになった。ただしアメリカにエイズが初めて出現

したと分かったのは,八 一年であり,八 五年か ら急上昇するのだ。

1-2-39.123ペ ー ジ

あ る と 思 っ た の だ 。

1-2-40.124ペ ー ジ

れ をCIAが 画 策 した 。

2行 。それに,ア ルジェリア革命の根源がナセルに

6行 。 こ れ はCIAが 画 策 した と言 わ れ る。 ← 一 こ

1-2-41.127ペ ー ジ3行 。 これ を き っか け に して,ユ ー ロ ・コ ミ ュ ニ ズ

ム の 有 名 な 「歴 史 的妥 協 」 が 発 生 す る こ と に な る 。

1-2-42.127ペ ー ジ7行 。 他 国 も 同 じだ とす れ ば,世 界 に 戦 争 も軍 隊 も

な け れ ば,石 油 は半 分 で 済 む の で あ る 。

1-2-43.130ペ ージ3行 。一九五七年秋から冬にかけて,ソ 連のチェリャ

ビンスク四〇番地で大量の放射能をまき散 らす大爆発が起 こったと,メ ドヴ

ェデフは推測する。

1-2-44.130ぺi… 一ジ14行 。中 国 は こ れ に 反 対 した 。 ← 一 中 国 は反 対 した 。

日本 共 産 党 も反 対 した が,あ や ま りで あ っ た とさ れ る。

1-2-45.131ペ ー ジ12。 一 方,一 九 八 九 年 一 月 四 日 に,米 は リ ビ ア軍 機i
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を撃墜した。

1-2-46.134ペ ー ジ15。

そ の 国 はチ ェ ー ス ・マ ンハ ッ タ ン銀 行,シ テ ィ銀 行(と も に,ロ ッ ク フ ェ ラ ー

系)か ら借 款 を した 。 ア ラ ブ の預 金 の 八 割 が 二 つ の 銀 行 に 入 っ た。

1-2-47.135ペ ージ2行 。

戦争によって利得がえられればよいというポジショニングであるのか。← 一

戦争で大量殺人が行われても,儲 ればよい。

[私はこんな文章は書かない。 まず 「ポジショニング」 というような英語は

書かない。英語で書いたら,理 解する読者数が減る。つ ぎに,随 筆ではないか

ら,疑 問文は書かない。書 く場合は,引 き続いて解答を書いている。参考,拙

書 『学生 と社会人のための文章読本』丘書房,第2版 。]

1-2-48.135ペ ー ジ3行 。 イ ギ リス と ドイ ツ の銀 行 が ペ ル シ ャ産 業 銀 行

をつ く り,こ れ が 一 九 一 二 年,ア ン グ ロ ・イ ラ ン石 油 を支 配 した 。

1-2-49.135ペ ー ジ12行 。 ナ シ ョナ ル ・イ ラ ニ ア ン石 油 は,売 り上 げ を

チ ェー ス ・マ ンハ ッ タ ン銀 行(ロ ッ ク フ ェ ラ ー系)に 預 金 した 。 サ ウ ジ,ク

エ ー ト,イ ラ ク,イ ラ ンは,ア メ リ カ の属 国 で あ っ た 。中東 の石 油 の 半 分 は,

モ ル ガ ン と ロ ッ ク フ ェ ラー に入 っ た 。い わ ゆ る オ イ ル ・ダ ラ ー,つ ま り石 油 ・

ドル は,二 つ の 財 閥 の 銀 行 に預 金 され た 。

1-2-50.135ペ ージ13行 。イラン政府 はアメリカでの預金を引き出す と

声明 した。アメリカはイランの預金の払い出しを停止すると言った。すでに

イランのアメリカ石油会社はいつでも接収される状態にあった。これを恐れ

てアメリカはイラクをそそのか して,イ ランへ戦争を仕掛けさせた。



『グローバル資本主義の物語』について185

1-2-51.136ペ ージ17行 。 イラン ・イラク戦争でフセインは二〇兆円の

軍備 を使った。正確に言えば,欧 米によって戦争をさせ られ,軍 需品を使わ

せ られた。一方,イ ランのホメイニにアメリカとイスラエルの武器が送 り込

まれた。これは東欧の改革の直後であった,つ まり軍需産業が壊滅的となっ

た後,起 こされた。全世界に兵器を輸出してきた米 ・欧 ・ソは困った。兵器

輸 出は一九八九年に米二〇億 ドル,仏 一五億 ドル,英 一〇億 ドルであった。

東欧改革が起 きて平和が訪れると,軍 需産業 は儲か らないのであり,そ のた

めに戦争は必要であった。

1-2-52.137ぺ …一一ジ3行 。 武 器 購 入借 金 が あ っ た 。 ← 一 武 器 購 入借 金 が

あ っ た 。 そ れ に サ ダム ・フ セ イ ンは 奇 妙 な こ と に,ア ラ ブ を助 け イス ラエ ル

や 欧 米 に 反 対 す る と言 い なが ら,ア ラ ブ に,つ ま りイ ラ ンや,後 に クエ ー ト

に戦 争 を 仕 掛 け て い る。

1-2-53.138ペ ー ジ15行 。CNNは タ イ ム 社 で あ り,モ ル ガ ン系 で あ る 。

1-2-54.141ペ ー ジ4行 。 彼 は,"パ ナ マ は ア メ リ カ の 州 だ"と 言 う 。

1-2-55.140ペ ー ジ15行 。 モ サ ドの 資 金 を ア メ リ カ ン ・エ キ ス プ レス が

出 した。これ は ロス チ ャ イ ル ド支 配 の会 社 で あ り,そ の重 役 は キ ッシ ン ジ ャー

で あ っ た 。

1-2-56.144ペ ージ1行 。中国人民は一一億人で,そ のうち二億五千万

人が文盲(中 国共産党の発表)で ある。中国はカオス的で,ま だ近代がやっ

て きていない。従って天安門事件は成功 しなかった。

1-2-57.144ペ ー ジ2行 。中 国行 政 は,コ ネ と賄 賂 が まか り とお って い る 。
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1-2-58.144ペ ー ジ15行 。 ア メ リカ は,七 〇 年 三 月 に,ロ ン ・ノ ル に ク ー

デ ター を起 こ させ,南 ベ トナ ム と と もに政 権 を倒 した。

1-一一2-59.147ペ ー ジ2行 。 ま る で 王 朝 支 配 で あ る 。

1-2-60.147ペ ー ジ

行 政 が 一 層 進 ん だ。

6行 。賄賂が横行 していた北朝鮮では,そ の後賄賂

1-2-61.147ペ ー ジ9行 。 在 日韓 国 朝 鮮 人 は 六 四 万 五 千 人 で,朝 鮮 総 連

の 人 々 が多 額 の お 金 を北 朝 鮮 に送 っ て い る。 金 正 日 は,軍 事 化 に よ る お ど し

で,ア メ リ カか ら援 助 をか す め取 っ て い る。

1-2-62.149ペ ー ジ8行 。これ は 日本 よ り政 治 水 準 が 高 い こ と を しめ した 。

1-2-63.154ペ ー ジ1行 。 チ ェ ル ノ ブ イ リ は,今 ま で の 核 実 験 す べ て の

放 射 能 の 合 計 つ ま り約 一 千 発 に 匹敵 し,

1-2-64.156ペ ー ジ2行 。 レー ニ ン と トロ ツ キ ー に よっ て 起 こ さ れ た も

の だ が,← 一 主 観 的 に は レー ニ ン と トロ ッキ ーが 良 か れ と思 っ て 起 こ した

が,

1-2-65.156ペ ー ジ

考 え が 変 わ る 。

15行。少なくとも,革 命経験のない第二世代 になれば,

1-2-66.166ペ ージ4行 。大富豪はスイスの銀行 に預金する。全世界の

独裁者,大 富豪がカリブ海の無税国の島に財産をか くす。

1-2-67.166ペ ー ジ14行 。 そ の 規 模 は 三 兆 ドル と言 わ れ ← 一 そ の規 模
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は 二 兆 七 四 〇 〇 億 ドル で,
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1-2-68.

行 な っ た 。

た 。

168ペ ージ14行 。 ドルを守るために三億円の ドルの買い支えを

←一 ドルを守るために三億円の ドルの買い支えを一日で行なっ

1-2-69.{間 違 い}169ペ ー ジ3-4行 。 万 一 → 億

1-2-70.171ペ ー ジ14行 。 ドル を支 え る 以 外,官 僚 は 考 え な い 。

1-2-71.184ペ ー ジ6行 。 文 明 は東 洋 の 方 が 古 か っ た 。

1-2-72.185ペ ー ジ

社 会 は 変 革 さ れ な い 。

8行 。 こうして社会の変革は遅れる。←一 こうして

1-2-73.189ペ ー ジ

ガ ン の 銀 行 だ が,

8行 。 民 間 の 銀 行 が,つ ま りロ ッ ク フ ェ ラ ー や モ ル

1-2-74.189ペ ー ジ3行 。 注 。

香 港 の 映 画 俳 優 ・監 督,ブ ル ー ス ・リー(BruceLee,李 小 龍,1940-73)の

映 画 は,踏 み つ け られ た 者 が こ ら え きれ ず に怒 りを爆 発 させ る 映 画 で あ る。 だ

か ら彼 は,世 界 中 の 抑 圧 さ れ た 者 た ちが 熱 狂 す る ヒ ー ロー で あ り,マ イノ リテ

ィ の ヒー ロ ー で あ っ て,単 な る 映 画 ス タ ー で は なか っ た 。 白人 が優 秀 で ア ジ ァ

は劣 っ て い る と い う神 話 が 終 る こ ろ,ブ ル ー ス ・リー が 出 て き た の だ っ た 。 そ

の 人 気 は,ア ジ ア 各 地,中 東,ア フ リカへ 広 が っ た。 ア メ リ カ で黒 人 は 熱 狂 し

た 。 映 画 は 民 族 的 階 級 的 に見 られ る。 ブ ル ー ス ・リー が,日 本 人 を,白 人 を倒

す 時,第 三 世 界 で は 善 が 悪 を倒 す と見 る。 白 人 は た だ 善 が 悪 を倒 す とみ る だ け

で,中 国 人 が 白 人 を や っつ け る と は見 な い 。
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1-2-75.197ペ ー ジ16行 。結 城 提 供{結 城 と は,本 学 の 結 城 先 生 で あ る 。}

1-2-76.198ペ ー ジ11行 。GEは 全 軍 需 の 六 割 を 占 め る。ア メ リ カで は カ ー

ネ ギ ー(モ ル ガ ン と提 携)が 兵 器 の 生 産 を す る。U.S.ス テ ィー ル(モ ル ガ ン

系)が 兵 器 を 国 防省 に 納 め る。

1-2-77.199ペ ージ13行 。

ロスチャイル ド資本である。 ここか ら原子力産業に突進した。核兵器開発の

中枢機関はイスラエルのワイツマ ン研究所である。国際原子力機関(IAEA)

の支配者はゴール トシュ ミットである。

1-2-78.230ペ ー ジ9行 。

グ ロ ーバ ル 資 本 主 義 が 良 い もの か ど うか 。 何 か よい もの の よ う に思 わ れ て い

るが,ま ず,こ れ は 善 悪 の 問 題 で は ない 。 そ して 次 ぎに,こ れ は世 界 の 人 類 の

諸 困 難 を作 っ て い る 。

これ ら以外 にもまだあるか もしれない。探 しきれていない。本書から除かれ

たのは,出版社の方針ではなく校正担当者個人による,と のことであった。

1-3.一 般的に

表紙 目次,キ ャプション,参 考文献表は,出 版社がつけた。これらは結構

なものだが,参 考文献表は,減 らすはずが増えて しまった。それに,大 塚久雄

の書の,「 下」は,も ちろん存在 しない。

2.本 書 の前後

2-1.『 信濃毎日新聞』「本の森」欄1999年4月11日 の原稿

エピローグで述べたように,そ の記事は以下である。



『グ ローバ ル資本 主義 の物 語』 につ いて 189

「ハプスブルク帝国に似ているEU」

今年一九九九年一月から,EU(欧 州連合)は,そ の統一通貨ユーロを発行

することになった。

第一次大戦のころ,ヨーロッパ社会民主主義運動の中で,「ヨーロッパ合衆国」

のスローガンが上げられたことがある。また,ド イツのF・ ナウマ ンは,ド イ

ッとオース トリアの経済同盟として中央ヨーロッパ論を出した。第一次大戦と

第二次大戦の間には,オ ース トリアのリヒャル ト・クーデンホーフ=カ レル

ギー伯爵が,「 パ ン(=汎)・ ヨーロッパ」思想 を唱え,そ の運動を始めた。

しかしこれは潰された。

第二次大戦後には,一 九五一年に欧州石炭鉄鋼共同体ができ,こ れが一九五

七年にEEC(ヨ ー一ロッパ経済共同体)と なった。そこで,リ ヒャル ト・クー

デンホーフ ・カレルギー伯 はEECの 生みの親 と言われるようになった。彼の

著作 は,『クーデンホーフ ・カレルギー全集』として出ている。さて,彼 の母が,

日本人であって,光 子 という名であった。そのため彼女は,「EECの 母」 と言

われた。光子について,木 村 毅 『クーデ ンホーフ光子伝』がある。光子は,

当時ハプスブルク帝国のこの伯爵家に嫁 し,リ ヒャル ト以下,多 くの子 どもを

育てたのであった。(以 上の本は,品 切れ)

このEECは,ア メリカ経済圏に対抗する意味があった。 これがEC(ヨ ー

ロッパ共同体)と なり,今 度は,一 九九三年に発効 したマース トリヒ ト条約に

よって,EU(欧 州連合)が 誕生 した。

EU=欧 州連合は,オ ース トリアが主人国であった昔のハプスブルク帝国(第

一次大戦で滅亡)に よく似ている。ハプスブルク帝国は,多 民族国家を統合 し

ていた広大な帝国であったか らである。ハプスブルク帝国については,テ イラー

『ハ プスブルク帝国』(筑 摩書房)が 出るころからブームにな り,今 も続いて

いる。そして名著が2冊 出た。まず,シ ョルスキの 『世紀末ウィー ン』(岩 波

書店)は,ハ プスブルクの文化,絵 画,建 築を,深 く研究 している。次に,ジ

ョンス トンの 『ウィーン精神』2冊 本(み すず書房)は,ハ プスブルクの社会

と思想史の広い豊かな研究をしている。さらに日本人研究者たちが個別研究を
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しはじめた。また,オ ース トリア建国千年を記念 して,展 示会が 日本中で開か

れたので,見 た人々も多いことであろう。

オース トリアがEUに 入ったのは,一 九九五年だが,そ のす ぐ前の,オ ース

トリアやウィーンの社会,そ して人々の生活を,私 は 『ウィーンの森の物語』

(NHKブ ックス)で,す でに描いた。 また,『 オース トリア』(早 稲田大学出

版部)の 一章では,EUと オース トリア経済について も,少 し論 じている。一

九九五年から,EUの 加盟国は一五ケ国となって,現 在に続いている。EUは,

欧州統一市場であ り,広 域関税同盟である。一九九三年に,EUの 国内総生産

額 はアメリカ合衆国よ りも一〇%も 多い。

今年発行 された欧州単一通貨ユーロは,ま た大 きな意味がある。加盟国で自

国通貨とユーロが併用される。こうしてヨーロッパ諸国の経済はより一層密接

に結び付 くことになった。それだけではない,ア メリカ ・ドルに並ぶ,巨 大な

基軸通貨ユーロが誕生 したのである。ただしEUに 加盟 しているイギリスとデ

ンマークなどは,ま だユーロ通貨圏には入っていない。それにユーロは,ま だ

大量の金額の決裁にしか使われない。 しかし数年後,我 々が ヨーロッパに行 っ

たら,買 物でも日常生活でも,ユ ーロで生活 し,日本の企業は貿易の決済をユー

ロですることになるだろう。現在は,ユ ーロの価値はほぼアメリカ ・ドルと同

じ程度である。 日本も,も しアジア通貨圏を作れば,今 のようにアメリカに儲

けられることが少なくなる。」

2-2.『 緑丘』にのせたもの

『グローバル資本主義の物語』

小生 は,今 年二〇〇〇年三月に,著 書 『グローバル資本主義の物語』を,日

本放送出版協会か らNHKブ ックスとして,出 版 した。これを聞いて,北 海道

新聞のN記 者が,わ が家に来て,イ ンタビューをした。それに対 して私は,本

書については次のように語った。

第一に。同じNHKブ ックスとして,か つて 『ハ プスブルク歴史物語』,『ウ

ィーンの森の物語』を出版 したが,今 度の書でいわば,三 部作が終わる。第一
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の書は,ヨ ーロッパ最大の帝国,ハ プスブルク帝国の歴史であった。第二の書

は,そ の舞台 となったウィーンの現在 と人々である。 ヨーロッパで もウィーン

で も,第 三世界 と関わ りがある。それで,今 回の第三の書では,第 三世界 を先

進国との関連で論 じた。特に,第 三世界によって先進国が支えられている。難

民や外国労働者が先進国に押 し寄せている。

第二に,ハ プスブルク帝国はEUと 似ているとされ,そ の関連で調べた。ス

ペイン ・ハプスブルク帝国の時代か らEUま でを通観 した。だが,そ れほど似

ているとは思えない。

第三に,現 在はアメリカ経済が世界を支配しており,EUと の関連でそれを

見たが,実 際は,ア メリカの超巨大財閥が世界経済を支配 している。

第四に,経 済史的観点では,世 界的覇権国が変化 している。初めスペイン=

ハプスブルク,そ の後,オ ランダ,イ ギリス,そ してアメリカとなった。

第五に,自 由競争市場 と保護関税 とが対抗 していて,そ れは善悪の問題では

ない。

第六に,世 間で語 られる疑問,戦 争はどうして起 きるのか,と いう問題にも

答えようとした。

以上であるが,N記 者 と話をしなが ら気づいたことは,第 一に,ハ プスブル

ク帝国が現在のアメリカの地位 を世界経済の中で持っていたこと。第二に,ハ

プスブルク帝国がアメリカと同じく多民族国家であることである。ただしこれ

らの二つの点は,意 図的には本書では書かなかった。

2-3.道 新 記 事

上 の イ ン タ ビュ ・・…の 後,そ れ に も とつ い て,『 北 海 道新 聞 』2000年4月8日,

朝 刊,小 樽 版 に,記 事 と して 出 た 。

「南北問題などの現代の国債経済動向を分析 した論文 「グローバル資本主義

の物語」を,日 本放送出版会か ら三月下旬 に出版 した小樽商大の倉田 稔教授

(五八)は 「次は世界の文化や思想などの流れを分析する大仕事をしたい」 と
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意気込む。

同出版社か ら出した 「ハプスブルク歴史物語」などに続 く三部作の完結編で,

資本主義の誕生から現代まで,世 界を制覇 した国々の歩みを分析 した。研究過

程で 「現在の米国の世界支配は歴史上最強」 と気付いた という。(後 略)」

3.付 け加えたいもの

3-1.ユ ダヤ人陰謀説

最近,ユ ダヤ人陰謀説が出ている。尤 も,こ れはヒ トラー以来そうでもある。

ユ ダヤ人が世界征服 特 に経済的に を狙 っているというものであ

る。これは結論か ら言えば,為 にする議論で,事 実上間違いである。本書でも

述べたように,超 巨大財閥が世界の経済的征服を考えている,と 言うことはで

きる。超巨大財閥にはロスチャイル ドが入るし,巨 大財閥や財閥には,ユ ダヤ

人資本家 もある。すべてのユダヤ人がとりわけ金持ちなのでもない。経済的に

は彼らは普通の民族 とほとんど変わらない。それではユダヤ財閥が世界を経済

的に支配 したいと考えているというのだろうか。いや,こ れはユダヤ財閥に限

らない。アメリカ,ヨ ーロッパの非ユ ダヤ財閥は考える。 というわけで,世 界

経済支配を望むのは,財 閥,巨 大財閥,超 巨大財閥であ り,ユ ダヤ人が考えて

いるわけではない。ユダヤ財閥もユダヤ人として考えているのではなく,財 閥

として考えるのである。

3-2.後 進国の資本主義発展

先進資本主義国,欧 米 日以外で,後 進諸国が資本主義発展を行なえないか,

という問題がある。そ うでもない。帝国主義国,新 帝国主義,そ して日本は,

先進資本主義国であった。だがアジアNIEsの ような諸国が先進資本主義的に

発展できるか,の 問題である。

先進資本主義 と同 じようになるために,そ の国が世界市場で広い市場を持つ

か,あ るいは国内で豊かな市場を持つかの必要がある。後者について論ずれば,



『グローバ ル資 本主 義の物 語』 につ い て 193

そのためには,農 民解放=土 地改革がされている必要がある。土地改革が され

ていない諸国は農民=民 衆が貧困である。また多 くは貧富の差が極端 に大きい。

国民の圧倒的多数が貧困であれば,国 内市場は豊かにならない。だか ら資本主

義が順調に発展 しない。

その点で,韓 国では先進資本主義的発展は可能である。香港はすでにほぼ先

進資本主義である。 ここは行政的には農村部を持たない。中国側に工場地帯 を

持っている。そ して香港はほとんど都会である。 イギリスに租界地として与え

られたことが幸いした。中国に返還 されたが,中 国は香港の資本主義発展をつ

ぶせない。フィリピンはまだ無理である。土地改革がされていないがらである。

シンガポールは,都 市部では先進資本主義的である。

前者,国 際市場に広い販路を持つ国々について。広い世界市場 を持っている

のは,石 油産出国であろう。これは国民の一部は豊かになれる。しか し圧倒的

多数の国民が豊かになれるか どうかとは関係がない。

3-3.三 浦綾子

小説家 ・三浦綾子の父は言 った,「貧乏人は金持ほど人に迷惑をかけてはい

ない」。そこで三浦綾子は考えた,「 金持ちが迷惑をもた らす事件 にだけは,目

を光 らせていなければならぬ」と(『忘れえぬ言葉』小学館文庫175ペ ージ)。

私もそのつ もりで本書を書いた。

3-4.広 瀬 隆

広 瀬 隆 は,『 ア メ リ カ の経 済 支 配 者 た ち』(集 英社1999年)の あ とが き(254

ペ ー ジ)で,現 代 の詩 の よ う な発 言 を して い る 。抜 粋 して み た い 。

……財閥の資産を詳細 に調査 し,そ の一族の財産の増加率 と現在価値を探 り

当て,投 資原理に気づいた としても,い つまでたって も庶民の資産は増えない

のである。

なぜかと言えば,わ れわれ庶民は幸いにも,財 閥 と成金の領域に足を踏み入
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れていないからである。庶民は,財 閥でも成金でもないので,生 まれつ き,こ

うした比較 をする必要がない。……

われわれは,金 を忘れて,ま ったく別の豊かな人生 を歩むということが許 さ

れている。神はわれわれ庶民に,最 大の力 を与えてくれたのだ。それは古来,

知恵と呼ばれてきた。

4.訂 正

北海道経済学史研究会(2000年5月)で の指摘に基づ く訂正(主 に,川 久保

氏による)。

4ペ ージ8行 人類の → 近 ・現代の人類の

32ペ ージ12行 南アメリカ大陸 → カリブ海の島

32ペ ージ12行 そこで → 南アメリカ大陸で

45ペ ージ 最終行[自 由競走……のまえに,挿 入]近 代帝国主義の時代では,

205ペ ージ5行 貨幣経済 → 商品←→貨幣 ・経済

230ペ ージ8行 これを → 経済法則を


